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平成３０年４月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 平成３０年４月１０日（火曜日） 

開 会 １５時２４分 

閉 会 １６時４３分 

（２）場 所 直方市役所 ５階 第５０３・５０４会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 田岡洋一 

委 員 山内 健、 委 員 中村敬子 

委 員 澁谷昌樹、 委 員 清永智教 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

教 育 部 長 秋吉恭子 

  教育総務課長 安部静子、教育総務係長 船越健児、 

  学校給食係長 宮崎達生、学校教育課長 川原国章、 

  学校教育課管理主事 石松敏幸、学校教育課管理主事 大塚泰信、 

  学校教育課管理主事 村上義道、学校教育係長 徳田清隆、 

  こども育成課長 熊井康之、家庭支援係長 塩田礼子、 

  母子保健係長 香月真美、地域子育て支援センター長 松本直生、 

                こども発達支援担当    松崎祐一、文化・スポーツ推進課長 山部福美、    

  社会教育係長 壇 泰寛、スポーツ行政担当 高田信一、 

  男女共同参画推進係長 白土聖司、  

 

（２）書 記   
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４．会議式次第 

 

○教育長（田岡洋一） 

  こんにちは。４月定例教育委員会を始める前に、新年度になりましたので、

教育委員会事務局の紹介をまずいたしたいと思います。 

 

  組織順 事務局自己紹介  

 

 

○教育長（田岡洋一） 

  それでは４月定例教育委員会を始めさせていただきます。 

  最初に教育長報告ですが、教育委員会行事報告をごらんください。 

  ３月７日から始まっていますが、３月６日が３月定例教育委員会開催日で

した。 

  ３月９日、教育委員さんの皆様方にもお世話になりましたが、中学校卒業

式ということで私は（直方）一中に行かせていただきました。 

  ３月１１日、「福地校区いきいきフェスタ２０１８」ということで、これ

は福地小学校を会場に開催をされまして、この開会式に参加をいたしました。 

  次３月１５日、１６日の２日間が市立小学校卒業式ということで、私は西

小学校と北小学校に参加をさせていただきました。そこには書いていません

が、１６日の午後は後で話が出てくると思いますが、中学校給食の牛乳の件

で県庁に伺いまして、畜産課、そして体育スポーツ健康課と協議をしてまい

りました。 

  翌１７日が、「筑豊石炭鉱業組合シンポジウム」ということで中央公民館

であったんですが、これは「日本近代化の礎」というテーマで筑豊石炭鉱業

組合の直方会議所と救護練習場模擬坑道を扱ったシンポジウムでした。私は

閉会の御挨拶をさせていただきました。シンポジウムでは、直方二中出身で

現在は九州大学法学部准教授ということですが、小島 立（ｺｼﾞﾏﾘｭｳ）さん

が基調講演をされました。 

  次に３月１９日、教育研究所の２年次研究員修了式に参加をしました。 

  ３月２０日、直方市教育研究所運営委員会、これは主に今年度事業報告と

次年度運営計画に関して協議を行いました。この２０日の日には臨時教育委

員会ということで、「直方市体育施設指定管理者の指定の取り消しについて」、

議案審議を行っていただきました。 

  ３月２１日、「ハートフル奨学金追加募集審議会」ということで、平成２

９年度の高校１年生と２年生、１名ずつ欠員が生じましたので、面談等実施
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して追加の募集生を決定いたしました。 

  ３月２３日が、管内教育長会議で、平成２９年度末の人事異動に関する内

示資料が配付され、その後に不祥事防止対策推進委員会もあわせて行われま

した。 

  ３月２３日、午後になりますが臨時校長会議ということで各校長先生方に

内示資料を手交し、年度末のスケジュールについて再度連絡をいたしました。 

  ３月２７日、不祥事防止対策検討委員会を開催しその後に、午後ですが遠

賀川水辺館で「世界水フォーラムｉｎブラジル」の報告会に参加をしました。

大学生ばかりではないんですが、３名の大学生等がブラジルに行って発表を

行ったということで、この報告会に参加をしました。 

  ３月２９日には、長期派遣研修員修了証書授与式ということで、篠栗の福

岡県教育センターに行ってまいりました。これは直方北小学校の坂井教諭が

平成２９年度長期派遣研修員として１年間研修をしていましたので、その修

了証書授与式に参加をしました。 

  ３月３０日、臨時校長会、退職辞令交付式等を行いました。 

  ４月になりまして、４月２日、新規採用職員辞令交付式で、これは教育事

務所だったわけですが、これに参加をして午後は臨時校長会議ということで

服務宣誓式等に参加をしました。 

  ４月３日が定例校長会議、年度当初ですので新年度の学校体制や信頼され

る学校づくりについて指導をいたしました。 

  そして本日が４月定例教育委員会ということになっています。 

  裏をごらんください。もう一度後で説明あるかと思いますが、ざっと今後

の予定ですが、 

４月１２日に小中一貫教育本部会、 

１４日土曜日は直方文化連盟総会、 

１６日が初任者研修開校式ということで、これは直方市内の初任者開校式

ということですね。 

  １７日、定例教育長会議が予定をされています。 

  １８日、教育研究所の１年次研究員の辞令交付式、 

２０日、県庁で福岡県市町村教育委員会教育長等会議が予定をされていま

す。 

  ２２日、直方文化連盟、文連のつどい、会場はユメニティです。 

  ２４日、直方市スポーツ推進委員の委嘱状交付式。 

  ２５日、教育研究所の運営委員会。 

  ３０日、高取焼大茶会という今後の予定になっております。 

  特段、御質問ございませんでしょうか。 
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  議案と審議のほうに入ってもよろしいでしょうか。 

  それでは、議案第１号「直方市教育委員会事務局処務規則の一部改正につ

いて」ということで、お願いします。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  それでは、議案第１号「直方市教育委員会事務局処務規則の一部を改正す

る教育委員会規則について」提起させていただきます。 

  本日、改めてお配りいたしました資料１をごらんいただきたいと思います。

この規則につきましては、直方市教育委員会に設置されております課や係、

そしてまたそこが行います事業等について規定された規則になっております。 

  今回、改正する理由といたしましては、学校教育課、こども育成課で新た

に取り組む事業が出たこと、また地域子育て支援センターの事務分掌の整理、

この２点を理由に改正させていただきたいと思っております。 

  それでは座って説明させていただきます。 

  本日お配りいたしました新旧対照表の３ページをお願いいたします。３ペ

ージの下から３行目、まず１点ですけれども今年度から学校教育課に１名職

員が配置され、児童生徒の就学及び発達に関することについて、特別支援学

級等に関することを今までも取り組んできておりましたけども、今後充実さ

せていくということでここに事務分掌として明記させてもらっております。 

  続きまして４ページ、お願いいたします。 

  ここは係間の事務の移管でございます。こども育成課家庭支援係で、１５

番「子ども子育て支援事業計画に関すること」を所管しておりましたけれど

も、これを今後５ページの８番として母子保健係が所管するようになります。 

  最後にその下、地域子育て支援センターの事業でございます。一番最後に

今回から「セカンドブック事業に関すること」ということで新たにつけ加え

ております。それ以外につきましては、基本的には文言の整理ということで

ここに記載させてもらっているところでございます。 

  以上簡単ではございますが、１号議案の提起とさせていただきます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ３ページ目の下の学校教育係の関係分とそれから４ページ目の家庭支援係

の分が５ページの母子保健係に移っていくと。そして、５ページ目の地域子

育て支援センターの中身、少しコンパクトにまとめたということですね。。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  はい、あとは文言の整理です。 
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○教育長（田岡洋一） 

  御質問、御意見一緒に受け付けたいと思いますが、何かございましたらど

うぞ。 

 

○山内委員 

  つまり業務内容を実態と合うように規則を整理し直したというふうに理解

してよろしいんですか。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  山内委員言われますように、新規業務と今まである業務も含めて実態と合

うように文言の整理と新たに変わった部分につきましては、表示したという

ことでございます。 

 

○山内委員 

  その点でいくと学校教育なんかは、元からありましたよね、こういう業務

は。それともう一つは素朴な疑問なんですけど、何で学校教育にかかわるこ

とも含めて課長さんが言われているのかというのが。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  すみません。全体を統括する私が提案すべきだったかと思いますけれども、

今回こども育成課の分だったので課長のほうから提案していただいたと。そ

れと学校教育のほうの業務は元からあったということでございますので、そ

こが抜けて落ちていたというか今回職員もきちんと配置をしたということも

含めて、そこがわかるように表示した。もちろん今までもやってきたとこが

ございますけれども、そこを明確にしたということでございます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ほかにはございませんか。 

 

○中村委員 

  「子ども子育て支援事業計画」なんですけれども、これは現実に今動いて

いるんですか。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  平成２３年度から計画しております。これは５年間の計画になっておりま
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すので、２年後に新たな計画に変わりますけれども、今年度の後半からアン

ケート調査からまた事務を実際に始めていこうと思っているところでござい

ます。以上です。 

 

○中村委員 

  そういう引継ぎに関してはどういうような形でされていらっしゃるんでし

ょうか。 

 

○こども育成課長（熊井康之） 

  実はきょう欠席ですけども、今まで松崎がこの計画を家庭支援係で持って

おりまして、母子保健に移ることでその仕事と一緒に移管したということで

ございます。 

 

○中村委員 

  わかりました。ありがとうございました。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  よろしいですか。ほかにございませんか。 

  議案第１号に関しまして、議案どおりに賛成という方は挙手をお願いいた

します。 

  はい、ありがとうございました。議案第１号は可決されました。 

  それでは、次協議事項に入りたいと思います。 

  「先進地視察について」。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  先進地視察について学校教育課のほうから提案させていただきます。 

  座って失礼します。 

  今年度、先進視察に行く年度になっております。それで別紙資料の、コミ

ュニティスクール(学校運営協議会の改正経緯)というプリントをごらんくだ

さい。１枚ものです。黄色いマークをつけている分です。 

  テーマをコミュニティスクール学校運営協議会にしてはどうかということ

です。ちょっと経緯を話します。 

  平成２７年３月に教育再生実行会議の第６次提案、全ての学校において地

域住民や保護者等が学校運営に参画するコミュニティスクール化を図り、地

域との連携、協働体制を構築し学校を核とした地域づくりへの発展を目指す

ことが重要であると提言されました。 
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  これを受けて、平成２７年１２月に中央教育審議会が答申を出しています。 

  大きく２点、今後全ての公立学校において地域住民や保護者等が学校運営

に参画する仕組みとして、学校運営協議会制を導入した学校を目指すべきで

ある。教育委員会が積極的にコミュニティスクールの推進に努めていくよう

な、制度的位置づけの見直しを検討すべきであるという答申を出されていま

す。それで平成２９年３月、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改

正がありまして、学校運営協議会設置の努力義務化というのが改正されまし

た。 

  それは教育委員会が学校の運営及び当該運営の必要な支援に関して、協議

する機関として学校運営協議会を置くように努めなければならない。施行後

５年をめどに努力義務化となっております。 

  それで様子を見て方向性がまた示されると思うんですけれども、ほぼ義務

化になるだろうと言われています。それでこのコミュニティスクールの先進

地で学校運営協議会が設置されているところを視察してはどうかという提案

です。 

  それで東京都、埼玉、山口県が結構設置されているんですけど、新しい公

民館とか図書館を学校の施設の中に建てているという部分があるんですよね。

ところが既存の今ある施設でこの運営協議会を設置しているというのが和歌

山県、長崎県、この２県です。以上です。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  先日の教育委員会で、まずどこに行くかという前にテーマが決まらないと

目的地も決まらないという話でしたので、１つとしてこのコミュニティスク

ール、学校運営協議会を設置した学校のことをコミュニティスクールと言う

わけですが、これをテーマにして見に行ってはどうかということで、今提案

をさせてもらっています。 

  ほかに委員さん方にこれ以外のテーマ等があれば、また御意見も伺いたい

と思いますがどうでしょうか。 

 

○中村委員 

  賛成です。コミュニティづくり。私はちょっと勉強させていただきました

けど。地域を巻き込むわけですよね。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  そうですね。 

 



 

－8－ 

○中村委員 

  すごい話になると校長先生がタウンマネジャーになるというところまで出

ているような気がして。すばらしいなと思いました。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  学校の応援をするんじゃなくて、経営の当事者になってもらうということ

ですね。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  それで、和歌山県教育委員会と長崎県教育委員会の資料をつけております。 

  きょうはテーマを決めてお時間いただいて、また先進地は後日提案という

形で。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  このテーマということでよろしゅうございますか。 

  あと具体的に旅費の関係とかいろいろありますので、どこがいいかという

のはもう少し検討させていただきます。 

 

○中村委員 

  先進地に行って私たちが旅費を使わせていただくわけですけど、その費用

対効果みたいなのはどういうふうに見ていかれるんですか。そういうものは

教育委員会とかは余り考えてないんですか。経費を使っていくわけですので、

どんな形でその経費を返していけばいいのかなという企業的な考えなんでし

ょうけども。 

 

○澁谷委員 

  特にない。 

 

○中村委員 

  特にないんですね。わかりました。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  制度構築していく上でやっぱり教育委員会にいろいろ諮らなければいけな

いこともたくさん出てくると思いますので、その中で御意見をいただくとい

うことが効果につながるのではないかと思っております。 

  やはり委員さんにもいろいろ見ていただいて、それを持って御意見をいた
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だくということになろうかと思います。 

  すぐに効果が出てくるかと言えばそうでないかもしれませんけども、仕組

みとかを考えていく上で御意見をいただくことになろうかと思います。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  直方市内小中学校１５校一遍にどっというわけにいかないと思うんですよ。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  長いスパンでの移行が考えられると思うし、計画がとても大事なのかなと

思います。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  その辺で勉強してきたことを生かしていくというようなことになるかと思

います。 

  それから協議事項の２番目「次年度以降の中学校給食牛乳の取り扱いにつ

いて」ということですが、この協議事項の２番目の話に行く前に先に報告事

項の３番目中学校給食における牛乳提供についてということで、こちらのほ

うからちょっと説明をさせていただいてよろしいですか。 

  資料４をごらんください。お願いします。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  それでは、先にお届けしております資料４でございます。 

  見積書というものでございます。中学校への牛乳の提供については、学乳

業会から出ていきなさいというか、加入はできませんよということで通知を

いただいた旨、先月の教育委員会で御報告申し上げました。 

  私ども新たに供給ルートということで、ニシラク乳業さんと締結をしよう

ということでしておりまして、既にもう締結が終わっておるところでござい

ますが、今回納品価格が６０円ということで税込み価格６４円８０銭という

金額になります。この金額は今納めていただいているのが５２．１３円でご

ざいまして、１２円６７銭ほど値段が高くなってまいります。ただ、完全給

食をするからには牛乳が欠かせないものでございますので、そこの差額相当

分ということで市のほうから１５０万円の補助金をいただいて、この契約を

続行したいと考えております。 

  最初の提示価格はもっと高かったんですが、交渉の末やっとここまでもっ

てきたというところでございまして、ただこの見積の有効期間は来年の３月

までですと、１年しか提供しませんということでくぎを刺されておりますの
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で、また次の年度、その制度に戻れないとすればどこから提供するのか、も

しくはこのニシラクさんがもう少し値段を上げたところでも契約するのかと

いうようなところも、今後の課題として残っているところでございます。 

  それで、今年度はそういうふうに手当てができたわけでございますが、協

議事項として次年度の牛乳の取り扱い、契約をどうするかということの前に

市長の考えを申し上げますならば、学校給食のあり方については自治体の裁

量に任せられた分野であると。そこで選択制をとるというのもそこの教育の

方針に関わることなので、そこまで介入されていいのかというようなことで

ございました。 

  今回の取り扱いについて、もう少しさらに訴える形で抗議をしていかなけ

ればならないのではないかということで、宿題を与えられております。先ほ

ども御紹介しました、岩田弁護士とも相談をしているところでございますが、

現在相手方を県の畜産課が主だったところでございますけれども、私どもル

ートとしては教育委員会体育スポーツ健康課がこの給食そのものを扱う正式

なルートでございまして、畜産課も農水省からの通知によりそういうふうな

措置をしたということでございますので、どこを相手取ってというところの

分で今協議中ということで、そういう係争と言いますか、そこまで持ってい

くのかどうかということですね。 

  教育委員の皆様方にも御意見をいただきたいと思っております。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  事情はおわかりですかね。 

 

○澁谷委員 

  今言われているのは、とりあえず独自で牛乳買っていくという方向。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  １年間はですね。 

 

○澁谷委員 

  その間にいろいろ検討させて、問題提起を行っていくかという形をやると

いうことでいいんですかね。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  市長の意向は、もうすぐ言わんかと。不当やないかと、訴えんかと、とい

う意見みたいですけどね。ただ現実を言いますと、ニシラクさんと、本年度
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の協議を始めたときに、ニシラクさんはやっぱり畜産課の意向を気にしてい

たので、こっちはお願いに行った経緯があるんですよ、ある意味。畜産課の

ほうからニシラクに口聞いてくれと。市長はそれはそれと。でも不当なこと

しとるからそれはそれでまたやらないかんじゃないかというふうな意向なん

ですけども。 

  ただ仮に訴訟とかいうことになると、多分１年間でニシラクはもうやめま

すということになると思います。 

 

○中村委員 

  動けないから、（契約が）取れないかもしれませんよね。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  先はわかりませんけども。結論的には本年度市が出すようにしてる補助金

の１５０万円、値上がりした分はずっと直方市が払い続けるのはおかしいや

ないかというのが一方であるわけですね。しかし、下手をしたら１５０万で

今済んでいるのが、ほかの業者になったらまた２００万とか３００万とかも

っとそうなる可能性もあるので。 

  それともう一つは、まだ我々も調べ切っていないんですが、国が悪いのか

県が悪いのかよくわからないとこがあるんですよね。ほかの県で選択制の給

食やっていて、牛乳も選択しているところが学乳制度みたいな中でやってい

るのならば、それはもう福岡県がやっぱり悪いんだと。国はほかの部分で動

いているということで。そこらへんまたちょっと資料を（用意します）。 

  何か部長のほうからありますか。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  先ほど教育長言われましたように、一方ではお願いに行って、ニシラクさ

んと契約をすることができたというところがあります。もう１つ筑紫フード

さんという業者があったんですけれども、そこは１カ所しか配達しないとい

うことだったんです。ニシラクさんは今までどおり４校に配達ができる、そ

れも当日配達ができるという、今までと何も変わらない配送が担保されると

いう形で教育長も畜産課のほうに頭を下げられたいきさつがあります。 

  ですからこういう契約ができたということもあるので、一方でお願いして

おきながらそこを何かという、そのタイミングが今かという話はあるかと思

うんです。ただ私どもも県と協議していて物すごく不信感を持ったのは、県

は国からと言われているんですけれども、それを示す材料というのが頂けな

かったというところもあるんですね。国が言っているから自分たちはしょう
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がないんだというふうに県の畜産課はおっしゃったんですけども、その国か

ら来た通知文書とかをお示ししていただけなかった、最後まで。そこがある

ので、どこに訴えればこの制度を見直していただけるのかというのが今まだ

わからない状況ではあります。 

  ですから先ほど教育長もおっしゃっていたように、全国的には選択制をと

っているところがたくさんありますので、そこの状況とそれからいろいろな

国の制度等をいろいろ調べて、御提示申し上げたいと思います。 

 

○澁谷委員 

  結局、国の方向性がわからないと県が言ってる、県は国が言ってるという

ことやね。国はどういう形で言ってるかがまずわからない。動きようがない。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  さっき言ったように、どこを相手に（というのがわからない）。 

 

○澁谷委員 

  ただやはり国に確認、農林水産省にも確認をとって、こういった事例とい

うふうに県で言われてますけど、全国で例えば選択制やられて、対応はどう

されているとか話を聞いてからでないと。 

  国が言ってないよと言えば、県が相手になる。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  そうですね。 

 

○澁谷委員 

  省、課が違うから、文部科学省と農林水産省でしょ。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  そうですね。どちらかというと、業者さんサイドの制度みたいになってい

るのかなという気はしました。学校の子供たちに安価で安定的に牛乳を提供

するという学乳制度という中でこれは動いてるという。 

 

○澁谷委員 

  それに対して農林水産省も補助金を出してるわけですよ。恐らく。 

 

○教育長（田岡洋一） 
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  今、澁谷委員がおっしゃったように、もうちょっと判断材料がないと御意

見も出てこないかと思いますので。今こういう状況だということで、きょう

はよろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 

○澁谷委員 

  ４月からこの単価でいくということですね。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  そうですね、この単価で。差額分は公費で見るという了解をいただいてい

ますので、６月補正予算で多分計上することになるかと思います。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  いくら上がるんですかね。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  １２円６７銭。 

 

○澁谷委員 

  約１３円か。 

 

○中村委員 

  実質どのぐらい何日動くんですか。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  本数としては８１１本で今計算しております。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  去年の大体平均の本数。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  平成２９年度の実績が７００切ってまして、１年生の喫食率が上がれば、

片方で上がった分はもう増えても良い方に増えるわけですから、支出として

は増えるんですけど。 

 

○中村委員 

  もう１つ教えてもらいたいのが、喫食率なんですがお弁当と牛乳は分けて
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発注するんですか。 

  給食の御飯の部分と牛乳というのは、別々ですか。お弁当を持ってきて牛

乳は頼めるんですか。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  頼めます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  給食を選べば自動的に全員に牛乳はついてくる。うちからお弁当持ってき

た人は、注文してもいいし注文しなくてもいいと。 

 

○山内委員 

  前聞いたんでしょうけど、牛乳は絶対に出さなくてはいけないものですか

ね。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  完全給食の定義がそうなってるということでございまして、カルシウムの

摂取量から言えば大体１本飲めば必要とされる分の約半分はとれるというよ

うな案内でございます。 

 

○山内委員 

  選択制という方式をとった段階でその完全給食という枠組みにこだわる必

要なないのではないかという気もするんですけど。制度からいったらですよ。

子供の栄養面はちょっとこっちに置いといて、制度とった以上は別に完全給

食という定義の中に入るということにこだわる必要ないんやないかなという。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  牛乳を出さなくてもいいんじゃないかという。 

 

○山内委員 

  そうです。もう選択だから。子供の栄養の部分は置いといてですよ。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  ただ全国的には牛乳出してないところはなかったですよね。安部課長。 

 

○教育総務課長（安部静子） 
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  ないです。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  ないんですよ。全国的にはですね。 

 

○澁谷委員 

  完全給食であるから。 

 

○清永委員 

  そこをやめたらまた小学校にも配送しませんとか、それはないですか。結

構そういう強気やないですか。前回の答申を見たら。びっくりするぐらい強

気の文書が。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  全校的に牛乳を出さなければ。 

 

○澁谷委員 

  完全給食じゃないと給食ではないということになるんですよ。 

  要するに市から、教育委員会とかのほうからもお金が出せなくなるんです

ね。完全給食は給食であるということなんですよ。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  そこはどうなんですか。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  完全給食でなくても、例えば要保護、準要保護、関係なく、私どもがそれ

を給食と認めれば対象です。ですから、今までもミルク給食のときもミルク

給食に相当する金額は補助を出しておりましたので、今回完全じゃなくて御

飯とおかずだけの給食になっても、それを私どもが給食ということに位置づ

けるんであれば、それは要保護・準要保護の対象ではございます。 

 

○澁谷委員 

  そしたら牛乳にこだわる必要ない。前は話が違った。 

 

○清永委員 

  そうやね。完全給食じゃない云々という話は。私も余り子供たちの栄養状
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況って牛乳って昨今言われるのが本当にカルシウムがとれる人って日本人に

は１００％いないって。もともと牛乳で体が育ってないから、牛乳ではカル

シウムがとれない人が大半いるって言われてるんですよね。脂肪分しか。 

 

○澁谷委員 

  今はね。 

 

○清永委員 

  そうすると、私怖いのが小学校に配送しないとか、中途半端に止めると徹

底的にもう直方市は止めますみたいな。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  ただ今回中学校給食の話をされたときに、小学校には影響ないということ

はおっしゃったんですよ。出ていけと言われた時点で中学校には配送しない

けれども、小学校は今のままということを言われましたので、そこは向こう

も多分割り切ってあるのではないかなと。とにかく全員対象であるかないか

が大事ということを向こうはおっしゃるんですよね。だからそこでいろいろ

調整がつかなかったというところです。また制度のほうについてはちょっと

調べまして次回提示したいと思います。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  結局、牛乳をなくしてということも今後検討していく余地の中に入ってく

るかどうかということですよね。 

 

○山内委員 

  僕はそこまで言ってないですけど、そんなにこだわる必要があるのかなと

いう。昔は中学校は弁当持参で牛乳だけがありましたよね。これを逆転させ

たと。御飯を選択制にしたから弁当持ってきてもいいし、給食としての御飯、

おかずを選んでもいい。でも牛乳はやめますと。給食のありようとして直方

市は。ということが選択肢として、可能なのかどうかということをちょっと

聞きたかったんです。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  わかりました。そこはちょっと制度調べまして、また次の委員会のときに

御報告申し上げます。 

 



 

－17－ 

○教育長（田岡洋一） 

  この件はこれでよろしいですか。きょうのところは。 

  そしたら報告事項に移りまして、１番「平成３０年度直方市立小中学校教

職員の人事異動について」ということで、お願いします。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  平成３０年度直方市立小中学校教職員の人事異動について、資料２－１を

ごらんください。 

１、管理職人事です。名前の横に「新」と書いているのは昇任という意味で

す。「入」は他市町村より入ってきたということです。「動」は異動という意

味です。それと「止」は留任ということです。それと「替」､直方第三中学

校の主幹教諭山下浩昭主幹教諭は、生徒指導担当から教務担当に変わったと

いう意味です。 

  それと福地小学校、植木小学校、主幹教諭の欄に※印がありますが、これ

は主幹教諭でなくて、教務主任２人。冨原教務主任と稲光教務主任というこ

とです。 

  ２、市外・行政への管理職等転出という形で６名。直方南小学校教頭の中

島教頭が北九州教育事務所の主任指導主事へ。北小の主幹教諭樫山主幹教諭

が北九州教育事務所の主導主事へ。直方第二中学校の林教司主幹教諭が北九

州教育事務所の指導主事へ。植木中学校教諭の奥教諭が小倉附属中学校の教

官になります。 

  ３、市外・行政からの管理職等転入で、直方南小学校の校長が昇任で小竹

西小の教頭より。直方西小校長、入江校長は水巻町立朳小学校校長より異動

で来ております。感田小学校校長、川原校長が中間市立底井野小学校校長よ

り。それと直方西小教頭の戸田教頭が北九州教育事務所指導主事より。上頓

野小学校教頭濱田教頭が小倉附属中学校の教官より。下境小学校教頭の今川

教頭が北九州教育事務所の指導主事より。上頓野小学校主幹教諭小野主幹教

諭が県立英彦山青年の家より転入しております。 

  ４、市教委事務局人事です。 

  ５、行政機関、附属学校等への人事となっております。 

 裏をごらんください。 

６、一般人事で教職員全部で３６名異動しております。管理職を除きます。

６年以上の異動で小学校が１３名、中学校が５名、６年未満、積極的希望で

小学校が３名、中学校が２名の合計５名。 

  新採３年をめどに異動するようにしておりますが、小学校では１１名、中

学校では２名、１３名の合計３６名となっております。 
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  ７、退職者についてです。本年度非常に多くて小学校男性８名、女性７名

の１５名です。中学校は男性４名、女性２名の６名で合計２１名、定年退職

が１５名、早期退職が６名となっております。 

  ８、市外との転出入です。小学校女性が１名、中学校女性が１名市外へ転

出しております。 

  市外からの転入は中学校男性３名が転入しております。 

  ９、新規採用職員ですけど、平成３０年度が養護教諭、事務職員を含めた

ら３３名の新規採用になっております。 

  １０、学級数についてです。小学校のほうは１３５から１３８で３学級増

えております。増えているのが感田小学校、２学級増えております。特別支

援学級を含めて。 

  下境小学校も２学級増えております。そして植木小学校が１学級減で合計

３学級増です。中学校は二中が-２、三中が-１、植木中が-１で４７学級が

４３学級で４学級数が減っております。 

  １１、異動件数ですけれども、これは管理職も含めて先ほどの６、の３６

名ですね。１３名管理職等が異動して５９名の異動件数です。 

  １２、教職員平均年齢ですけど、年々若くなっていっております。小学校

中学校の平均が平成３０年度は４５．８歳から４４．１歳と若くなっており

ます。 

  １３、教職員の男女人数なんですけど、平成３０年度は小学校男性が８７

名、女性が１３３名の２２０名、中学校は男性が５４名、女性が３９名の９

３名。教職員は講師を含みますけど、直方市３１３人となっております。 

  資料２－２は、学校管理職等一覧表で事務職員養護教諭の名前も記載した

ものです。以上です。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  資料２－１、２－２につきまして、何か御質問等ございませんでしょうか。 

  よろしいですか。それでは先に行かしていただきまして、資料３は先ほど

見ていただきましたので、次に行きたいと思いますが、資料４も終わりまし

たので、「体育施設の管理運営体制について」ということで、お願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  ３月２０日臨時教育委員会におきまして、体育施設６施設の管理運営を行

っております指定管理者、一般社団法人直方市体育協会の指定取り消しが決

定されまして、３月２０日付の指定管理者指定取り消し通知書を３月２２に

体育協会に持参いたしまして、受け取っていただいております。 
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  指定管理期間は平成３０年５月３１日までとなりまして、６月１日から市

の直営となります。４月の人事異動により先ほど自己紹介いたしましたが、

スポーツ行政担当参事補、高田係長を配置しておりまして、そちらと体育担

当職員１名を５月までは中央公民館に席を置いておりますが、６月からは体

育館に席を設けまして、そちらで事務をとるようになります。 

  ４月、５月の２カ月間で体育協会との事務引継等を行っていきます。私も

おりますが、２人だけではできないので、非常勤職員の雇用をする予定にし

ております。そちらも今現在体育指定管理者で雇用している方に条件等提示

させていただいて、同意頂ければあれば雇用させていただきたいと思ってお

ります。 

  市の直営になったからサービスが低下したとか、スポーツ振興行政がおろ

そかになったと言われないように努力してまいりたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  この件に関して、御質問ございませんか。 

  それでは、報告事項の一番最後、「旧筑豊高校跡地利用に係る地元説明会

について」、お願いします。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  旧筑豊高校跡地利用に係る地元説明会につきましては、小中一貫校の建設

が無理だということで、教育委員会の中でも御報告申し上げましたけれども、

その趣旨の説明を３月１５日に新入地区の地元の役員会で、それから３月１

７日には植木校区の役員会それぞれ出向きまして、市長部局からも１人同席

をしてくださいましたけれども、教育長ともども出かけましてお詫びかたが

た御説明を申し上げたところでございます。 

  どちらの校区も無理だということは了承したということで、御理解をいた

だいておりますけれども、この先あの施設がどういうふうに使われるのかに

ついてはかなり関心もお持ちでございました。それについては教育施設であ

れば教育委員会ですけれども、それ以外の施設であれば教育委員会の手を離

れることになりますけれども、また用地に関しても県との協議がいろいろ残

っておりますので、市長部局のほうがリーダーシップをとってできるだけ地

元のためになる施設をつくりたいという意向をあわせて説明を申し上げたと

ころでございます。以上でございます。 

 

○教育長（田岡洋一） 
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  よろしいでしょうか。 

  それでは、その他にまいります。 

  ５月行事について、お願いします。 

 

○管理主事（石松敏幸） 

  平成３０年度５月行事予定を報告させていただきます。 

  折り込みの資料がいろいろございますのでごらんください。 

  １日火曜日、定例校長会議が３時からこの会場５０３・５０４で行われま

す。 

  ９日、保幼小中高連絡推進協議会が１０時から５０１会議室。同日いじめ

問題連絡協議会を１５時から８０９会議室で行うようになっております。 

  １０日、適応指導教室運営委員会が８０９会議室３時から行われる予定で

す。 

  ２０日、日曜日、中学校体育会が行われます。本年度は４中学校全部同日

に行われるようになっております。 

  ２７日、日曜日小学校の運動会、小学校が８校、南、北、西、新入、上頓

野、福地、中泉、東で行われるようになっております。残りの３校、感田、

植木、下境については秋９月の予定になっております。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  また後で説明あるんでしょうけど、５月２日に小中学校管理職歓送迎会と

いうことで案内がありますけど、教育委員さんにも参加いただきたいと思い

ます。 

 

○管理主事（石松敏幸） 

  直方市教育委員会小中学校管理職歓送迎会の御案内というプリントごらん

ください。５月２日、１８時半から佐賀屋で小中学校管理職歓送迎会を行い

たいと思いますので、出欠は私まで連絡を入れていただいてよろしいでしょ

うか。よろしくお願いします。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ５月定例教育委員会のときに、運動会に行かれるということであれば、学

校にも伝えたいと思いますので、そのときにお伺いしましょうか。まだ間に

合いますね。十分。 

  では、今後のスケジュールのほうが先ですね。お願いします。資料６です

ね。 



 

－21－ 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  資料６でございます。３０年度教育委員会予定表ということで、ゴシック

のところが変更、確定部分でございます。まず今しがたおっしゃいました 

５月２日小中学校管理職歓送迎会。 

  ２０日、４中学校体育会。 

  ２７日、８校の小学校運動会でございます。 

  ６月定例教育委員会でございますが、当初１２日の第２火曜日を予定いた

しておりましたが、ちょうど６月議会の一般質問の締め切りが終わった後の

日程になっておりましたので、１週早めさせていただいて６月５日というこ

とで変更させていただきたく思います。 

  ９月でございますが、９月３０日に残り３校の小学校運動会が予定されて

います。 

  それから欄外でございますが、３、高校訪問ということで書いております。

これは、小中高連携事業も含めまして今まで教育委員会として直方高校を皮

切りに、鞍手高校、筑豊高校、大和青藍と４校毎年１校ずつ訪ねております

が、市内にある高校は、この４校で廻り終わった形になりますが、今後のこ

の高校訪問をどのようにするのか、もう１校あるとすれば鞍手竜徳高校の扱

いとして、そこにも直方市の生徒が行っているという現実もございますので、

そこも含めまして５校という枠組みの中で考えていくのかどうかの御意見も

いただければと思います。 

  以上でございます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  どんなふうですかね。 

 

○中村委員 

  それに特別支援学校とかは入らないんでしょうか。高校で。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  そうですね、今までは高校という頭がありましたからね。 

 

○中村委員 

  そこは幼稚園から聾が入っておりますけれども、高校生が非常に多くなっ

ておりますし、中学生から来ていらっしゃる子も、この前文書で拝見させて

いただきましたけれども。 
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○清永委員 

  小学生はいないんですか。 

 

○中村委員 

  います。幼稚園、小学校、中学校、高校。高校が異常に多くなってます。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  そうですね、地元の学校ということであれば。それを入れさせていただい

て、竜徳どうしましょうか。やっぱり行ったほうがいいでしょうね。 

 

○清永委員 

  微妙な切れ方ですよね。ずっと私は直方だと思ってました。そしたら本当

に微妙に（市外で）。 

 

○中村委員 

  本当に直方の子供もたくさん行ってますもんね。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  とりあえず今年はどうしましょう。どっちに行きましょうか。 

 

○山内委員 

  県立にこだわるということですかね。直方の子供が行っているという趣旨

でいくならば、ほかにもありますもんね、私学でも。問題は趣旨からいって

どの範囲でとどめるかということ。じゃあ、竜徳も行った、じゃあ希望が丘

も行こう、自由が丘も行こうとか、際限なく広がっていくので、その趣旨と。 

 

○澁谷委員 

  最初は市内ですね。 

 

○山内委員 

  市内に限定したほうがいいんじゃないかなと思うんですよね。例えばこの

前、新入で保育園を見させていただいたけど、とっても勉強になったんです

よね。例えば直方でも幼稚園もあれば保育園もあるし、直方市内の教育機関

ってもっとあると思うんですよね。高校ってこだわる必要はないんやないか

なという。 



 

－23－ 

 

○澁谷委員 

  最初は市内の高校をというのが最初のテーマで、だから、これ一応一巡し

たんだから、あとは市内の教育施設ですよね。とか、さっき言われた特別支

援学校。そういったところで今後も訪問して、竜徳（高校）をどうするかと

いう問題があるので、やっぱり竜徳も市内（扱いですかね）。 

 

○山内委員 

  宮若ですかね。 

 

○澁谷委員 

  ほぼ直方市寄り。 

 

○山内委員 

  宮若市教委のテリトリーではありますよね。そして、こっちから卒業式に

中学校関係も多分出席はしないだろうと思うんですよね。宮若は行ってます

ね、中学校も。そこをそんなにこだわらなくてもいいのかもしれませんけど、

僕は直方市内のほうがいいのかなと。 

 

○澁谷委員 

  とりあえず市内というのが最初のテーマでした。それについてはお任せし

ます。特別支援学校にはちょっと行ってみたいなと思いました。 

 

○山内委員 

  ことしは特別支援。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  一応そこまで決めときましょうか、基本。特別支援学校のほうでというこ

とで、向こうのスケジュールもありますので相談しながら。 

  ２学期でしょうね、行くなら。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  １１月の定例教育と合わせて行ってましたよね。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  そうですね。 
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○教育部長（秋吉恭子） 

  学校の都合もありますので、１１月定例教育委員会の前に行って、その後

こちら（に戻ってきて）で（定例教育）委員会をするという形で、教育委員

さんに何度もお越しいただかないような配慮はしてたと思いますけど。 

 

○澁谷委員 

  １日じゃないほうがいいけど。 

 

○教育総務課長（安部静子） 

  そこぐらいしか空かないと思います。学校訪問が５校、間、間に入ってま

いりますし、１０月は先進地視察になろうかと思いますので、１１月の議会

が始まる前の日程でないと、学校文化祭とかいろいろ秋口の行事というのも

それぞれにありますので、ちょっとまた御都合をお伺いしてからということ

になりますが。 

 

○清永委員 

  私もちょっと支援学校行ってみたいんですけども、１１月１３日は会議は

出れてもそれ以外がちょっと無理なんですよ。予定がとれないんですよ。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  もう入ってるんですか。 

 

○清永委員 

  もう入ってるんですよ。それでもちょっと遅刻してくるかなぐらいでこの

会議には出席できるんですけれど、前後がちょっと難しいので、去年も大和

（青藍高校に）行けなかったんですよね。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  また日程は調整させていただきましょうか。 

 

○澁谷委員 

  同じ日じゃなくてもいいですよ。 

 

○教育部長（秋吉恭子） 

  いいですか。ほかの日でもいいですか。 
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○教育長（田岡洋一） 

  スケジュールも含めて検討してみたいと思います。 

  それでは次は「遠賀川流域の古墳同時公開について」資料７、お願いしま

す。 

 

○文化・スポーツ推進課長（山部福美） 

  資料７とありますが、白黒で当日配付させていただいております。カラー

で、水町遺跡のパンフも入れております。 

  遠賀川流域の古墳同時公開の御案内です。直方市は上境にあります水町遺

跡公園を公開しております。年に２回春と秋に公開しておりまして、春の分

で今月４月１４日の土曜日、１５日の日曜日の２日間、朝９時半から午後４

時まで公開しております。日ごろ施錠しております横穴墓を公開しておりま

して、歴史ボランティアとおれんじさんが現地を案内と、うちの学芸員の現

地の説明等がございます。 

  歴史に触れることのできる機会ですので、ぜひ天気も心配ないようですの

で、できれば足を運んでいただければと思っております。よろしくお願いい

たします。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  よろしいでしょうか。 

  それでは最後、会議録の署名委員の指名についてということでお願いしま

す。 

 

○事務局書記（安部静子） 

  ４月会議録の署名委員を中村委員にお願いしたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

   

○中村委員 

  よろしくお願いします。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  準備していた案件は全て終わりましたが、特に何かございませんでしょう

か。 

 

○中村委員 
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  質問がありまして、最近ちょっと目にしましてＰＴＡの任意加入の件であ

ちこちにやはりいろんな問題が起こっているようなんですが、直方市のＰＴ

Ａに対する考え方はどうなっているんでしょうか。 

  ことしお母さんたちの友達からお聞きしたところによりますと、やはりＰ

ＴＡと学校側が違う組織で今回特定個人情報とか厳しい内容の法律ができま

したので、やはり学校のほうから電話番号をお教えすることができなくなっ

たんで、独自で行動してくださいというところがなんかちょっと１カ所聞い

たんですが、ＰＴＡのそういう個人情報の取り扱いだったり、任意加入、一

応学校の組織ではなくて、他団体ということで、ただ学校の中で活動すると

いうことで任意にはなっているけど強制的に捉えられていらっしゃる方も大

分いらっしゃる昨今になってきているみたいで、訴訟問題にもなっていると

ころもありますので、直方市はどういうふうにされているのかお聞きしたい

と思います。 

 

○澁谷委員 

  基本的には任意団体ですよ。ＰＴＡ側から保護者に対してお願いをすると

いうことになってます。 

 

○中村委員 

  それで困っていたのはやはり連絡がとれなくなった。今までは学校のほう

から提供をいただいていた情報をもとにいろんなアクションを起こしていた

ところも結構多かったみたいなんですよね。ＰＴＡさんの勧誘じゃないです

けど。 

 

○澁谷委員 

  今学校から連絡を教えることはないんですよ。 

  連絡をとるのは委員会に集まって、その中で皆さんが連絡網をつくってま

す。学校からは教えられないんです。出席しない人はしないけど、来られた

方で連絡網をつくってます。 

 

○中村委員 

  わかりました。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  なかなか難しいですよね。 
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○中村委員 

  そうなんですね。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  やっぱり原則は任意加入だと思いますけど、それによって学校側が期待し

ているようないろんな支援がだんだん落ちていくんじゃないかというのは。 

 

○中村委員 

  そういうのも含めてコミュニティスクールなのかなとか、ちょっと結びつ

けで考えてはいたんですけど。 

 

○澁谷委員 

  ＰＴＡの問題は、やっぱり、中学校も高校も問題があるんですけど、入っ

てないからってその子だけを省くというわけにはできない。 

 

○中村委員 

  ＰＴＡの会費で行われている行事も結構ありますもんね。 

 

○澁谷委員 

  市の予算でないものは結構ありますから。 

 

○山内委員 

  学校はものすごく助かっているんですよね。ＰＴＡから結構支援を受けて

るんですよね。ＰＴＡがあるから成り立っているという部分が実際のところ

あるんですよね。だからそこの部分がもし支援が得られないような状況にな

ったとき、学校は立ち行かなくなりますよね。もっと市の予算を増額しても

らわないと。 

 

○中村委員 

  そうなりますよね。 

 

○山内委員 

  そうなります。目に見えないところで使えるんですよね。ＰＴＡの関係の

お金というのは。 

 

○中村委員 
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  やはりいろんな考えの方が今権利の主張というものがかなり厳しくなって

きていて、世代間での考え方の違いが会社の就業規則も一つ一つ違ってたり

するので、そういうところに問題が出てくるのではないかと思います。 

 

○山内委員 

  私現状わからないけど、市内でも加入しないっていう人は出てきてるんや

ろうか。 

 

○澁谷委員 

  聞いたことない。 

 

○山内委員 

  聞いたことないでしょ。 

 

○清永委員 

  加入しないという人は子供のためとは思ってない。多分自分がしたくない

から、加わりたくないという、根本的なそういうのは先生がやられるんでＰ

ＴＡの実は学校のいろんな行事に助かってますということを聞いたことも多

分ないんですよね。それをまずもうちょっと明確に伝えると、とりあえず役

員はやらんけどお金出そうかというふうにはなってくる。 

 

○山内委員 

  逆の言い方される方も実はおられるんですよね。それおかしいやろと。何

でＰＴＡが学校の支援せないかんのやと。予算面で。教育委員会、行政の仕

事やと言われる方も。それお金の使い方おかしかろと。いろんな考え方の方

がやっぱりおられますよね。 

 

○中村委員 

  ＰＴＡの会計という分でなんかちょっと問題になっているという記事をた

またま目にしたときに、私がちょっと会計関係を扱っているので、そのとき

にもやはりルールというものがＰＴＡの中に大きな団体になっているのにも

かかわらず、お金の管理が危ういという形だったので、そういうところをも

う少し。 

 

○澁谷委員 

  ルールがないということはちょっとわからないです。規約がちゃんとある



 

－29－ 

はずですけど。 

 

○中村委員 

  会計についてのルールが余り明確にないということ。 

 

○澁谷委員 

  会計のルールというのは。 

 

○中村委員 

  汎用的というか、どうとでもなるみたいな感じみたいなですよね。 

 

○山内委員 

  それは予算配分とかいう意味ですか。 

 

○中村委員 

  だと思います。 

 

○澁谷委員 

  使い方のルールがない。 

 

○中村委員 

  そこら辺でやはり疑問符が出て、ちょっと訴訟、その方向性から切り込み

を入れた方がいらっしゃった。 

 

○澁谷委員 

  あくまでも任意団体なので、使い方はその中で役員会の中で決定していけ

ばいいわけで。 

 

○中村委員 

  わかりました。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  なかなかやっぱり今難しいですよね。町内会だって入らないという人出て

くるでしょ。でも、ごみは出しますもんね。 

 

○清永委員 
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  あれは、外灯の問題とかもあります。 

 

○澁谷委員 

  今は市が結構つけてくれとるけど。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  確かにＰＴＡの問題出てくるかもわかりませんね。 

 

○山内委員 

  やっぱり町内会（未加入の方が）増えてますね。めきめき増えてる最近。 

 

○澁谷委員 

  入らん人のところの外灯は切る。自治区でやってたらお金入ってこない。 

 

○教育長（田岡洋一） 

  ほかにございませんか。 

  じゃあ、ありがとうございました。 

  以上で、定例教育委員会終わらせていただきます。 

  ありがとうございました。 
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